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子育て支援、安心・安全、
　　　行革等の取り組みなどに

令和6年度

予算

一 般
会 計80億6,700万円
前年比＋8億1,500万円
令和6年度の当初予算（一般会計、4特別会計、3企業会計）は
審議の結果、すべて原案の通り可決しました。

ふるるんの家計簿ふるるんの家計簿
（年間80万7千円だとしたら？）

R6.3.31
住基人口　8,291人

貯　　　金
（予備費）（諸支出金）

５千円

親の仕送り
（依存財源）
60万８千円

奨学金などの返済
（公債費）
７万２千円

アルバイト収入
（自主財源）
19万９千円

光熱水道費
（消防費：10万８千円）
（衛生費：７万８千円）
（商工費：３万円）　　
（災害復旧費：２千円）

21万８千円

学　　　費
（民生費：18万６千円）
（教育費：８万２千円）

26万８千円

食　　　費
（議会費：７千円）
（総務費：10万９千円）

11万６千円

家　　　賃
（農林水産業費：４万７千円）
（土木費：８万１千円）

12万８千円

海陽町公式
キャラクター
ふるるん

分担金・負担金
（0.3）

依存財源
（75.4）

町税
（7.2）

災害復旧事業費
（0.3）

財産収入
（0.6）

諸収入ほか
（15.5）

使用料・手数料
（1.0）

地方交付税
（46.5）

国庫支出金
（5.3）

県支出金
（5.6）

町債
（13.0）

その他
 （5.0）

歳入総額
80億6,700万円

人件費
（15.4）

公債費
（8.9）

その他
  の経費
   （53.0） 投資的経費

（16.6）

義務的　
経費

　   （30.4）

普通建設事業費
（16.3）物件費

（21.2）

補助費
（21.6）

その他
（10.2）

歳出総額
80億6,700万円

自主財源
（24.6）

扶助費
（6.1）

商工費

2億9,470万円

商業・工業の振興
など。

農林水産業費

4億6,826万円

農業・林業・水産
業の振興など。

衛生費

7億7,743万円

保健衛生、ごみの清
掃、し尿処理など。

民生費

18億6,095万円

社会福祉や生活扶
助など。

総務費

10億9,332万円

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など。

議会費

7,056万円

議会の運営など。
歳出総額

80億6,700万円

■■

予備費

1,002万円

（※金額はすべて千円以下を四捨五入しています。）

急な災害復旧など。
諸支出金

4,421万円

寄付金、基金積み
立てなど。

公債費

7億1,974万円

償還（借金返済）
など。

災害復旧費

2,395万円

インフラ、ライフライ
ンなどの復旧。

教育費

8億1,306万円

教育・文化・スポー
ツ施設の充実など。

消防費

10億8,276万円

消防・水防・防災
対策など。

土木費

8億805万円

道路・橋の建設、
維持管理など。

歳　　入

目的別歳出

（％）

歳　　出

（％）

海

陽

町

当

初

予

算
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歳　　入

目的別歳出

（％）
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一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

令
和
６
年
度
の　
　
　
　
　
　
　

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
80
億

６
７
０
０
万
円
で
、前
年
度
に
比
べ
て
８
億 

１
５
０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
納
め
て

い
た
だ
く
町
税
が
、
定
額
減
税
に
よ
る
個

人
住
民
税
の
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比

べ
て
５
２
５
５
万
円
減
の
５
億
８
４
１
７ 

万
円
。
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
、
８
３ 

３
万
円
増
の
37
億
５
２
４
９
万
円
。
町
債

は
、
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
大
型
遊
具
更
新
事
業
の

増
な
ど
に
よ
り
、
５
億
７
３
９
０
万
円
増

の
10
億
４
７
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
源
の
不
足
額
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
８
億
円
を
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
事
業
に

３
５
５
０
万
円
、
海
部
郡
衛
生
処
理
事
務

組
合
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
負
担
金
に

４
８
２
７
万
円
、
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ

ム
改
修
事
業
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
大
型
遊
具
更
新
事
業
、

海
南
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
事
業
な
ど
の
普

通
建
設
事
業
費
に
13
億
１
０
６
６
万
円
、

下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
２
億
３
４
７
７ 

万
円
、
海
南
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
に

２
億
３
９
７
７
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
公
債
費
は
３
９
２
万
円
増
の
７
億 

１
９
７
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。



町独自の防災・減災事業
安心・安全なまちづくりに向けた事業を実施！
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特
集
：
防
災
・
減
災
事
業

竹ケ島地区防災計画ワークショップ（令和6年2月10日）

修繕詳細設計予定の玉笠橋

宍喰地区津波避難タワー
整備事業
2000万円

宍 喰西北地区の一部は、調査において避難困難地域となっ
ており、その解消のために、緊急津波避難場所の確保

が急務となっています。そこで、今年度に、地元住民と候補地
選定を行い、基本設計を実施予定です。

各 地区の防災力強化を図るため、
地区防災計画策定の支援を行

います。

450万円

地区防災計画
策定事業

橋 梁・トンネル点検の実施により、損傷
状況の把握・データの蓄積をし、適

正な維持管理や更新に取り組んでいます。
また、修繕計画を策定し、対策が必要な場合、
補修工事により長寿命化を図ります。

○ 設計監理委託料　　１億　５５０万円
委託料の内訳　橋梁点検　　　　　５４橋
　　　　　　　橋梁修繕詳細設計　　７橋

○ 修繕工事費　　　　１億２０００万円
工事費の内訳　橋梁修繕工事　　　　４橋

道路メンテナンス事業 2億2550万円



町独自の防災・減災事業
安心・安全なまちづくりに向けた事業を実施！
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特
集
：
防
災
・
減
災
事
業

災 害情報伝達を迅速かつ的確に行うため、
再整備を行います。町民の生命・財産を

守り、地域における防災及び救援活動や災害復
旧に、また平常時の防災・行政連絡等にも活用し、
更なる行政サービスの向上を図ります。

○ 監理委託料　　　１０００万円
○ 工事費　　　５億８０００万円

町 の各種情報や防災行政無線の情報をスマートフォンなどで、迅速に受け取れるように「地域
情報アプリ」を導入します。

　日常の情報配信はもとより、災害時には専用の画面に切り替わり、必要な災害情報をいち早く受け
取れるように、開発を進めます。

防災行政無線システム
改修事業

地域情報アプリ導入事業

5億9000万円

2700万円
更新予定の防災行政無線放送器機

災
害
時

⇒

災害用ビデオ通話

防災
カメラ

防災
チャット

防災無
線

避難所
情報

避難者
検索

避難所
チェックイ
ン

アプリの有事画面へ 災害用ビデオ通話

防災
カメラ

防災
チャット

防災無線 避難所
情報

避難者
検索

避難所
チェックイン

緊急レベル発令中にアプリを開くと有事モード表示。
発令解除でアプリ画面も通常へシフト。

データ記録
一覧で確認可能

地域情報アプリ（イメージ図）
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住
宅
用
部
材
の

未
使
用
分
の
今
後
の
活
用
予

定
は
。

　
　

現
在
、
明
確
な
計
画
は

な
い
が
、
今
後
活
用
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

○　

奥
谷
ト
ン
ネ
ル
修
繕
工

事
に
係
る
相
互
関
連
工
事
変

更
受
託
契
約

　

標
準
工
期
の
確
保
の
た
め
、

工
期
延
伸
を
行
う
。

◯　

漁
火
の
森
宿
泊
施
設
等

の
指
定
管
理

　

株
式
会
社
漁
火
に
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
指
定
。

◯　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　

令
和
６
年
５
月
25
日
の
任

委

員

長

報

告

　その他主な事業は、左のページに特集しています。

　

３
月
12
日
開
会
。

　

開
会
後
、
町
長
よ
り
、
能

登
半
島
地
震
の
発
生
を
受
け

て
、
６
月
議
会
で
防
災
対
策

予
算
を
提
案
し
、
町
を
あ
げ

て
防
災
対
策
を
行
っ
て
い
く

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
当
委
員
会
が
所
管
す
る

定
例
会
提
出
議
案
に
つ
い

て
、
順
次
説
明
を
受
け
た
。

○　

林
業
従
事
者
専
用
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

　

林
業
従
事
者
の
受
入
体
制

を
整
え
る
た
め
、
条
例
の
制

定
を
行
う
。

　
　
　
　
　

指
定
管
理
の
予

定
は
あ
る
の
か
。

　
　

条
文
は
加
え
て
あ
る
が
、

町
直
営
で
運
営
し
て
い
く
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

叶
岡　
　

徹

　

海
陽
町
議
会
で
は
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
の
２
常

任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ

た
議
案
な
ど
を
活
発
に
審
議
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
か
ら
要
旨
を
抜
粋
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
満
了
に
伴
い
、
３
名
の
再

任
を
行
う
。

◯　

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

繰
越
明
許
費

・
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

　

橋
梁
修
繕
工
事
で
、
渇
水

期
に
工
事
施
工
す
る
な
ど
の

た
め
。

・
板
取
西
川
護
岸
改
修
事
業

　

施
行
方
法
な
ど
の
協
議
に

時
間
を
要
し
た
た
め
。

歳
入
予
算

・
ふ
る
さ
と
納
税
一
般
寄
附

金�
［
１
億
６
１
４
０
万
円
］

　

12
月
分
ま
で
の
寄
附
金
。

歳
出
予
算

水
産
業
費

・
鞆
奥
漁
港
の
県
営
漁
港
改

修
事
業
負
担
金

�

［
７
２
８
万
円
］

土
木
費

・
板
取
西
川
護
岸
改
修
工
事

�

［
１
０
０
０
万
円
］

諸
支
出
金

・
減
債
基
金
積
立
金

�

［
２
０
７
５
万
円
］

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
基

金
積
立
金［
７
４
４
３
万
円
］

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税

金
が
、
町
の
財
源
に
残
る
割

合
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　

寄
附
金
の
約
半
分
が
返

礼
品
な
ど
の
経
費
で
、
残
り

が
町
の
財
源
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　

空
き
家
改
修

支
援
事
業
補
助
金
や
、
町
産

材
活
用
住
宅
等
建
築
推
進
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
大

幅
な
減
額
が
出
な
い
範
囲
で

予
算
を
計
上
す
べ
き
で
あ
る
。

◯　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算

　

予
算
総
額
は
、
80
億
６
７

０
０
万
円
。

歳
入
予
算

・
町
税

�

［
５
億
８
４
１
７
万
円
］

・
普
通
交
付
税

�

［
36
億
２
４
９
万
円
］

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金�

［
１
億
２
０
９
８
万
円
］

　

橋
梁
の
点
検
・
修
繕
。

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

［
８
億
円
］

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
基

金
繰
入
金

�
［
１
億
１
７
６
０
万
円
］

　

高
齢
者
外
出
応
援
事
業
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
高
校
魅

力
化
事
業
な
ど
へ
配
分
。

歳
出
予
算

総
務
費

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
購

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
意
見

条
例
関
係

契
約
関
係

予
算
関
係

指
定
管
理

承
認
・
同
意
関
係

答

答

答

入
費�

［
６
０
０
０
万
円
］

　

寄
附
金
の
目
標
額
を
２
億

に
設
定
。

消
防
費

・
災
害
時
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー

ド
作
成
業
務
委
託
料

�

［
４
５
０
万
円
］

　
　
　
　
　

地
域
情
報
ア
プ

リ
は
、
ど
こ
に
委
託
す
る
の

か
。
利
用
開
始
時
期
は
。

　
　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
で

業
者
選
定
を
行
い
、
令
和
７

年
４
月
開
始
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　

船
主
が
死
亡
し
、

所
有
者
が
不
明
の
廃
船
対
策

は
。

　
　

対
応
で
き
る
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

宍
喰
の
避
難
タ

ワ
ー
の
建
設
場
所
と
事
業
費

の
見
込
み
は
。

　
　

令
和
６
年
度
に
候
補
地

の
選
定
を
行
う
。
事
業
費
は

３
億
円
か
ら
５
億
円
を
想
定

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
の

雨
期
に
向
け
、
県
へ
母
川
右

岸
の
樹
木
伐
採
の
要
望
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
意
見

答

答答

  宍喰温泉宿泊施設  （ホテルリビエラししくい）



7

海陽町議会だより　vol.72

主

な

事

業

撤去予定の大型遊具

奥浦地区の調査範囲図

安全対策のために

地域農業を継続維持するために

経 年劣化で安全でなくなった大
型遊具を撤去し、令和７年度

以降に再整備を目指します。

○　設計監理業務　５００万円
○　撤去工事費　７０００万円

今 年度は、奥浦地区の現地調査をします。
これで沿岸部の浸水予想地域の現地

調査がほぼ完了し、被災後の復旧作業が迅速
かつ正確に実施することができます。

一 定規模以上の経営を行う耕作者（認定農業
者・農業法人）に対して機械購入費の補助

を行います。更なる農地の集積化や、経営の安定
化、耕作放棄地の減少を目指します。

○対象者は、町内で耕作面積５ヘクタール以上
の認定農業者及び法人

　今後１０年以上の農業経営の継続が見込める者
○補助率は３分の２で、上限２００万円まで。

機 械・設備を共同利用する農業者及び団体に
ついて機械購入補助を行い、農業経営基盤

の安定化を図ります。
○対象者は、農業者もしくは農業法人が３者以

上で構成される団体
　団体の耕作面積は、２ヘクタール以上
○補助率は２分の１で、上限１５０万円まで。
（全体事業費５０万円以上）

ピクニック公園大型遊具更新
事業（遊具撤去）

集積加速化支援事業 農業用機械等共同利用
促進事業

7500万円

600万円 450万円

災害復旧をスムーズに
するために
地籍調査事業
7698万円
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◯　

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

歳
出
予
算

民
生
費

・
特
養
海
南
荘
負
担
金

�
［
１
５
２
４
万
円
］

教
育
費

・
子
ど
も
あ
ゆ
み
学
校
給
食

費
補
助
金　
［
１
３
０
万
円
］

　

物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
費

補
助
。

　
　
　
　
　

給
食
費
無
償
化

の
考
え
は
。

　
　

国
の
動
向
を
み
な
が

ら
、
有
益
な
方
向
性
を
示
し

た
い
。

　
　
　
　
　

特
養
負
担
金
の

根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で

は
。

　
　

利
用
者
を
増
や
す
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
指
定

管
理
者
の
再
公
募
も
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　

特
養
は
、
組
合

で
運
営
を
続
け
て
い
く
べ
き

も
の
な
の
か
。

　
　

郡
内
３
町
で
維
持
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

特
養
の
問
題
は
、

老
朽
化
し
た
施
設
が
原
因
で

あ
る
と
思
う
が
、
組
合
で
協

議
し
て
い
る
の
か
。

　
　

民
間
に
指
定
管
理
を
し
、

そ
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

◯　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算

歳
出
予
算

民
生
費

・
さ
つ
き
荘
の
介
護
浴
槽
設

備
改
修
工
事
請
負
費

�

［
８
９
２
万
円
］

教
育
費

・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
事
業
推

進
サ
ポ
ー
ト
委
託
料

�
［
１
５
０
０
万
円
］

・
海
南
小
学
校
プ
ー
ル
ろ
過

器
等
改
修
工
事
請
負
費

�

［
１
８
０
０
万
円
］

・
博
物
館
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム

動
画
再
生
シ
ス
テ
ム
更
新

�

［
３
７
０
万
円
］

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
車
両
購

入
費�

［
９
３
０
万
円
］

・
貸
出
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

車
両
購
入
費［
９
５
０
万
円
］

・
給
食
配
送
車
の
車
両
購
入

費�

［
１
０
０
０
万
円
］

　
　
　
　
　

成
人
の
ひ
き
こ

も
り
対
策
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て
、
受
入
体
制

３
月
11
日
開
会
。

　

当
委
員
会
所
管
の
３
月
議

会
上
程
議
案
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
た
。

◯　

介
護
保
険
条
例
の
改
正

　

保
険
料
率
を
改
正
。

　
　
　
　
　

一
部
の
段
階
で

保
険
料
率
を
下
げ
る
理
由
は
。

　
　

国
の
標
準
保
険
料
率
を

適
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

新
た
に
加
え
ら

れ
た
９
段
階
か
ら
13
段
階
の

対
象
者
は
何
人
か
。

　
　

計
画
値
で
１
０
４
名
。

　
　
　
　
　

保
険
料
の
今
後

の
見
通
し
は
。

　
　

基
金
の
一
部
を
取
り
崩

し
な
が
ら
、
３
年
間
の
運
用

と
な
る
。

◯　

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理

　

海
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

指
定
。 文

教
厚
生
常
任
委
員
会

の
要
望
が
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
周
知
の
方
法
は
。

　
　

要
望
は
な
い
が
、
新
た

に
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
で
、

ひ
き
こ
も
り
対
策
の
一
助
に

し
て
い
く
。
周
知
は
、
広
報

で
行
う
。

　
　
　
　
　

現
在
、
２
カ
所

あ
る
斎
場
は
、
今
後
、
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

　
　

当
面
は
、
２
施
設
体
制

を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
に
飼

い
主
が
い
な
い
ネ
コ
を
ど
の

く
ら
い
去
勢
避
妊
し
た
の
か
。

　
　

手
術
頭
数
は
、
令
和
元

年
か
ら
５
年
間
で
約
６
０
０

匹
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

飼
い
イ
ヌ
・
飼

い
ネ
コ
の
避
妊
去
勢
手
術
委

託
料
は
ど
こ
に
支
払
う
の
か
。

　
　

委
託
先
は
、
県
獣
医
師

会
で
あ
る
。

◯　

令
和
６
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

　

事
業
勘
定
の
総
額
は
13
億

２
３
９
３
万
円
。
施
設
勘
定

の
総
額
は
８
０
９
６
万
円
。

◯　

令
和
６
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

総
額
２
億
１
８
１
１
万
円
。

　
　
　
　
　

保
険
証
は
12
月

委
員
長　

富
田　
　

寛

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、

左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し

て
い
ま
す
。

委

員

長

報

告

条
例
関
係

指
定
管
理

予
算
関
係

２
日
で
廃
止
に
な
る
の
か
。

　
　

紙
の
保
険
証
は
廃
止
さ

れ
る
。

◯　

令
和
６
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

　

総
額
16
億
５
１
４
０
万
円
。

◯　

令
和
６
年
度
海
南
病
院

事
業
会
計
予
算

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
は
、

６
億
９
２
５
０
万
円
。
資
本 

的
収
入
及
び
支
出
は
４
２
０ 

４
万
円
。

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

答

答

答

答答答答

答

答答

答答

小・中学校に導入される電子黒板（イメージ図）
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ワンストップでの子育て支援

特色ある高校を目指して

こども家庭センター運営事業

海部高校魅力化事業

県 事業と共に、学習・スポーツ支援、また、
土日の食事支援体制などの生活支援を実

施します。郡内で唯一の高校を応援し、地域の
活性化を目指します。

主

な

事

業

1556万円

海 陽町子育て世代包括支援センターあすもと海陽町子ども家庭総合支援拠点の連携を更に強化し、一
体的な運営を行うため、令和６年４月に「海陽町こども家庭センター」を設置します。

こども家庭センターの業務

○児童及び妊産婦の福祉や
母子保健の相談等

○支援を要する子ども・妊産
婦等へのサポートプランの
作成、連絡調整

○児童及び妊産婦の福祉に
関する把握・情報提供、
必要な調査・指導等

928万円

オンライン英会話の授業

子どもあゆみ医療費助成事業
（自己負担軽減分）

子 育て世帯の負担を軽減し、子どもたちが安心して必要な医療が受けられるように、子どもあゆみ
医療費助成事業を拡充します。

　０歳から１８歳まで自己負担していた１医療機関 月６００円が、４月１日より無料になります。

子育て世代の応援

464万円

「海陽町こども家庭センターあすも」

「海陽町子育て世代
　包括支援センターあすも」

「海陽町子ども家庭
　　　総合支援拠点」

こども家庭センター（イメージ図）
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令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算

議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
東
議
員 

　

対
象
者
と
な
る
要
件

と
現
在
の
利
用
者
数
は
。

 

北
村
長
寿
福
祉
人
権
課
長 

　

対
象
者
は
在
宅
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
運
転
免
許
が
な
く
、
町
税
等
に
滞
納
が

な
い
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
毎
年
申
請
が
必
要

で
、現
在
の
利
用
者
数
は
、６
７
３
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
戸
田
議
員 

　

運
営
ス
タ
ッ
フ
数
は
、
各
地
域
ご
と
に
何
名

い
る
の
か
。
ま
た
子
ど
も
の
利
用
者
数
は
。

 

池
田
地
域
つ
な
が
り
課
長 

　

各
地
区
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
１
名
、

学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
名
、
ま
た
安
全
管
理
員
が
合
計
28
名
登

録
し
て
お
り
、
常
時
の
ス
タ
ッ
フ
配
置
人
数
は
、
海
南
子
ど
も
館

7
名
、
海
部
っ
子
5
名
、
宍
喰
ド
リ
ー
ム
館
6
名
で
あ
る
。
現
在

の
利
用
者
数
は
、
海
南
子
ど
も
館
89
名
、
海
部
っ
子
42
名
、
宍
喰

ド
リ
ー
ム
館
84
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
長
江
議
員 

　

委
託
先
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。

 

森
﨑
教
育
次
長 

　

学
校
法
人
明
泉
学
園
と
包
括
連
携
協
定

を
結
ん
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
議
員 

　

こ
の
事
業
の
内
容
は
。

 

戎
谷
観
光
交
流
課
長 

　

離
島
百
貨
店
と
は
、
全
国
の
離
島
を
有
す
る
町
村
が
加
盟
し

て
い
る
団
体
で
あ
る
。
そ
こ
で
情
報
発
信
や
物
産
販
売
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
外
出
応
援
事
業

助
成
金�

〔
１
９
２
０
万
円
〕

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管
理
員
報
償
費

�

〔
１
１
１
７
万
円
〕

　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
事
業

推
進
サ
ポ
ー
ト
委
託
料

�

〔
１
５
０
０
万
円
〕

　

離
島
百
貨
店
負
担
金�

〔
24
万
円
〕

2
．

Ｑ

４
．

Ｑ

３
．

Ｑ

５
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
富
田
議
員 

　

対
象
地
域
は
。

ま
た
こ
れ
は
地
域

指
定
か
。
金
額
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

 

乃
一
産
業
振
興
課
長 

　

事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
12

地
域
で
あ
る
。
地
域
で
保
全
団
体
を

立
ち
上
げ
、
申
請
を
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
金
額
は
、
対
象
と
す
る
農
地

面
積
の
積
み
上
げ
で
交
付
金
額
を
決

定
す
る
。

　

多
面
的
機
能
支
払

交
付
金�

〔
６
０
１
万
円
〕

1
．

Ｑ

議

案

審

議
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11

　
　
　
　
　
　
　
髙
畠
議
員 

　

撤
去
後
の
計
画
は
あ
る
の
か
。
ま

た
基
礎
な
ど
、
活
用
で
き
る
と
こ
ろ

は
経
費
削
減
の
た
め
再
利
用
し
て
は
。

 

戎
谷
観
光
交
流
課
長 

　

現
在
、具
体
的
な
計
画
は
で
き
て
い
な
い
が
、今
後
、

活
用
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
利
用
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
見
吉
議
員 

　

住
民
説
明
会
は
、
ど
の
よ
う
な
説

明
会
な
の
か
。
ま
た
検
討
委
員
会
に

は
学
校
長
も
出
席
し
て
い
る
の
か
。

 

森
﨑
教
育
次
長 

　

学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
協
議
し
た
学
校
再
編

の
基
本
案
を
も
っ
て
、
住
民
説
明
会
を
行
う
。
ま
た
検

討
委
員
会
の
委
員
に
は
、
学
校
長
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
大
型
遊
具

撤
去
工
事
請
負
費

�

〔
７
０
０
０
万
円
〕

　

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
設
計

委
託
料�

〔
小
学
校　
３
７
０
万
円
〕

�

〔
中
学
校　
３
０
０
万
円
〕

　
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
運
営

支
援
業
務
委
託
料�

〔
２
４
２
万
円
〕

　

電
子
黒
板
購
入
費

�

〔
小
学
校　
３
３
０
万
円
〕

�

〔
中
学
校　
２
２
０
万
円
〕

８
．

Ｑ

10
．

Ｑ

９
．

Ｑ

11
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
長
岡
議
員 

　

事
業
の
今
後
の

予
定
は
。

 

黒
木
建
設
防
災
課
長 

　

令
和
６
年
度
に
候
補
地
選
定
に
つ

い
て
地
元
協
議
を
行
い
、
次
に
用
地

の
承
諾
ま
た
は
契
約
が
で
き
れ
ば
基

本
設
計
を
行
う
。
そ
の
後
、
詳
細
設

計
を
行
っ
て
工
事
の
着
工
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
西
山
議
員 

　

大
型
船
も
あ
る

が
、
こ
の
予
算
で

足
り
る
の
か
。

 

乃
一
産
業
振
興
課
長 

　

令
和
５
年
度
の
実
績
は
11
件
で
約

１
３
３
万
円
で
あ
る
。
当
初
予
算
で

は
、
前
年
度
の
実
績
も
考
慮
し
て
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
宍
喰
地
区
津
波
避
難

タ
ワ
ー
測
量
設
計
委
託
料

�
〔
２
０
０
０
万
円
〕

　
廃
船
処
理
費
用
補
助
金

�

〔
１
０
０
万
円
〕

６
．

Ｑ
７
．

Ｑ

議

案

審

議

　
　
　
　
　
　
　
原
議
員 

　

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
率
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

 

森
﨑
教
育
次
長 

　

本
町
の
洋
式
化
率
は
、
35
・
７
％
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
叶
岡
議
員 

　

１
台
当
た
り
の
値
段
と
導
入
メ
リ
ッ

ト
は
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
目
に
影
響

は
な
い
の
か
。

 

森
﨑
教
育
次
長 

　

１
台
当
た
り
約
１
１
０
万
円
。
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
ワ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
機
能
が
あ
り
、
パ
ソ
コ

ン
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
二
つ
の
端
末
を
同
時
に
投
影
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
目
に
も
優
し
く
、

使
い
勝
手
の
い
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。



幼保施設再編にあたっての先進地視察研修

四国８の字ネットワーク中央要望　

海部郡･安芸郡町村議会議長･副議長研修
（令和６年３月 22 日）

徳島県町村議会議長会定期総会
（令和６年２月 28 日）

（令和６年１月 25 日）

（令和６年２月 15 日）

　東京都町田市にある明泉学園（フェリシア幼稚園）の取り組みについて視察を行いました。

フェリシア幼稚園にて

財務省への要望

徳島グランヴィリオホテルにて

取り組みについての研修

国会議員への要望

牟岐町海の総合文化センターにて

12
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議

会

の

う

ご

き
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２
日　

20
歳
を
祝
う
会

４
日　

消
防
団
出
初
式

15
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

23
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

25
日　
幼
保
施
設
再
編
に
あ
た
っ
て
の
先
進
地
視
察
研
修
（
東
京
都
）

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

15
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

連
盟
中
央
要
望
（
東
京
都
）

19
日　

第
１
回
臨
時
会
・
議
会
全
員
協
議
会

28
日　

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
及
び
自
治
功
労

者
表
彰
式
（
徳
島
市
）

29
日　

一
部
事
務
組
合
（
４
団
体
）
定
例
議
会
（
牟
岐
町
）

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

11
日　

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　

   

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

   

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

14
日　

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

15
日　

第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

18
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

22
日　
海
部
郡
・
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
（
牟
岐
町
）

議
会
の
う
ご
き
１
月
１
日
か
ら

3
月
31
日
ま
で

1
　
月

3
　
月

2
　
月

議

会

の

う

ご

き

叶
かな

岡
おか

　　徹
とおる

 議員

祝 全
国
町
村
議
会
議
長
会

会
長
表
彰

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

※
任
期
は
令
和
６
年
５
月
28
日
か
ら
４
年
間

議
員
と
し
て
在
職
15
年
以
上
の
功
労
者 冨

と み

田
だ

　充
み つ

宏
ひ ろ

   氏

宍
し し

戸
ど

　正
ま さ

典
の り

   氏西
に し

川
か わ

　  進
すすむ

   氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

任
期
満
了
に
伴
う
候
補
者
の
推
薦
（
再
任
）
を

適
任
と
認
め
ま
し
た
。

※
任
期
は
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら
３
年
間
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議

案

審

議
の
ま
と
め

第
１
回
定
例
会

　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
11
日
開
会
、
町
長
よ
り
38
議
案
が

提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
、
３
月
15
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・
林
業
従
事
者
専
用
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

・
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
及
び
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
及
び
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
竹
ケ
島
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
海
陽
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

契
約
・
同
意
・
承
認
関
係

・
奥
谷
ト
ン
ネ
ル
修
繕
工
事
に
係
る
相
互
関
連
工
事
変
更
受
託
契
約
に
つ
い
て

　
　

変
更
前　

令
和
５
年
８
月
５
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

　
　

変
更
後　

令
和
５
年
８
月
５
日
か
ら
令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で

　
　

契
約
相
手　

牟
岐
町

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

：
漁
火
の
森
宿
泊
施
設
・
漁
火
の
森
公
園
・
漁
火
の
森
交
流
促

進
施
設
・
宍
喰
温
泉
宿
泊
施
設
・
宍
喰
観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　

指
定
す
る
団
体
：
株
式
会
社　

漁
火　

　
　

指
定
の
期
間　

：
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

：
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
荘
・
わ
し
ず
み
荘

　
　

指
定
す
る
団
体
：
海
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

指
定
の
期
間　

：
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

・
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て（
13
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て（
13
ペ
ー
ジ
参
照
）

予
算
関
係

（
令
和
５
年
度 

補
正
予
算
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）�

７
９
７
６
万
円
⬅

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

�

事
業
勘
定　

４
２
０
３
万
円
⬅　

施
設
勘
定　

36
万
円
⬅

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

３
４
０
万
円
⬅

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）�

１
４
４
２
万
円
⬅

・
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

１
８
８
万
円
⇨

・
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

２
７
８
万
円
⇨

・
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）�

３
２
０
万
円
⇨

・
神
野
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

２
２
７
万
円
⇨

・
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

４
６
３
万
円
⬅

・
日
比
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

１
７
０
万
円
⇨

・
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） �

70
万
円
⇨

・
鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

１
３
０
０
万
円
⬅

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）�

12
万
円
⬅

・
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）�

１
千
円
⬅

（
令
和
６
年
度 

当
初
予
算
）

・
一
般
会
計
予
算�

80
億
６
７
０
０
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　

事
業
勘
定　
13
億
２
３
９
３
万
円�

施
設
勘
定　
　

 　

８
０
９
６
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算�

 

２
億
１
８
１
１
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算�

16
億
５
１
４
０
万
円

・
鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
予
算�

１
億　

３
７
６
万
円

・
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　

事
業
収
益 

２
億
１
６
７
４
万
円�

事
業
費
用　

 

２
億
１
２
８
０
万
円

　
　

資
本
的
収
入 　

４
４
３
１
万
円�

資
本
的
支
出 

１
億
２
５
６
１
万
円

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

歳　入 ３月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億3,671万9千円 7.6
地 方 譲 与 税 0 1億3,850万円 1.7
利 子 割 交 付 金 0 30万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 670万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 390万円 0.0
法人事業税交付金 0 1,340万円 0.2
地方消費税交付金 0 1億6,570万円 2.0
環境性能割交付金 0 390万円 0.0
地方特例交付金 0 130万円 0.0
地 方 交 付 税 0 37億4,415万8千円 44.5
交通安全対策特別交付金 0 50万円 0.0
分 担 金・ 負 担 金 11万2千円 5,169万3千円 0.6
使 用 料・ 手 数 料 0 8,086万6千円 1.0
国 庫 支 出 金 2,198万円 7億130万7千円 8.3
県 支 出 金 △1,428万8千円 4億9,794万8千円 5.9
財 産 収 入 0 6,491万6千円 0.8
寄 附 金 1億6,399万7千円 1億6,569万7千円 2.0
繰 入 金 △5,760万円 10億5,205万2千円 12.5
繰 越 金 △8,679万3千円 2億4,438万6千円 2.9
諸 収 入 264万7千円 1億3,687万5千円 1.6
町 債 4,970万円 7億90万5千円 8.3
合 計 7,975万5千円 84億1,172万2千円 100.0

3月補正予算後の歳入歳出予算

歳　出 ３月補正 補正後 構成比率
議 会 費 12万3千円 7,018万9千円 0.8
総 務 費 △1,471万円 10億5,746万2千円 12.6
民 生 費 2,872万6千円 21億240万円 25.0
衛 生 費 △177万8千円 8億5,256万3千円 10.1
農 林 水 産 業 費 △1,899万5千円 5億9,553万3千円 7.1
商 工 費 50万6千円 4億1,611万2千円 4.9
土 木 費 1,326万4千円 8億5,649万5千円 10.2
消 防 費 0 4億6,669万円 5.5
教 育 費 △1,356万3千円 9億133万2千円 10.7
災 害 復 旧 費 0 3,895万円 0.5
公 債 費 △900万円 8億4,931万8千円 10.1
諸 支 出 金 9,518万2千円 1億9,073万8千円 2.3
予 備 費 0 1,394万円 0.2
合 計 7,975万5千円 84億1,172万2千円 100.0

・
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　

事
業
収
益
・
事
業
費
用�

３
億
１
９
０
９
万
円

　
　

資
本
的
収
入 

２
億
４
８
７
６
万
円　

資
本
的
支
出 

２
億
５
２
７
４
万
円

・
海
南
病
院
事
業
会
計
予
算

　
　

事
業
収
益
・ 

事
業
費
用�

６
億
９
２
５
０
万
円

　
　

資
本
的
収
入
・
資
本
的
支
出�

４
２
０
４
万
円

第
1
回
臨
時
会

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
19
日
開
会
、
次
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

予
算
関
係

・
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）�

７
０
５
１
万
円
⬅

報
告
関
係

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

…
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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町

長

施

政

方

針

　

１
月
１
日
の
能
登
半
島
地

震
で
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の

方
々
に
、
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

能
登
半
島
と
地
理
的
状
況

が
海
陽
町
と
似
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
１
月
11
日
か
ら

４
日
間
、
輪
島
市
に
情
報
収

集･

連
絡
担
当
で
２
名
。
ま

た
、
１
月
27
日
か
ら
７
日
間
、

避
難
所
運
営
担
当
で
１
名
の

職
員
を
派
遣
し
た
。
社
協
か

ら
も
１
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
珠
洲
市
に
行
っ
た
。
実
際

に
見
た
現
場
の
様
子
を
教
訓

に
、
何
が
必
要
で
、
行
政
と

し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
具

体
的
に
検
証
を
し
、
今
後
の

施
策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

町
民
向
け
に
、
町
の
情
報

を
デ
ジ
タ
ル
で
届
け
ら
れ
る

地
域
情
報
ア
プ
リ
を
開
発
す

「
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
」

る
。
防
災
行
政
無
線
の
情
報

な
ど
と
も
連
動
し
て
文
字
で

見
え
る
化
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
携
帯
電
話
が
Wi

－

fi
で
連
絡
が
取
れ
た
り
、
情

報
収
集
が
で
き
る
よ
う
に
令

和
７
年
４
月
の
開
始
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

　

文
化
村
か
ら
五
反
田
に
抜

け
る
町
道
は
途
中
か
ら
道
幅

が
狭
く
視
界
も
悪
い
た
め
、

令
和
５
年
度
よ
り
測
量
設
計

業
務
に
着
手
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
に
詳
細
設
計
と
用

地
測
量
・
補
償
調
査
を
行
い
、

令
和
７
年
度
よ
り
本
工
事
に

着
手
し
て
い
き
た
い
。

　

宍
喰
西
町
地
区
で
津
波
避

難
困
難
者
の
解
消
を
図
る
た

め
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設

を
進
め
る
。
令
和
６
年
度
に

候
補
地
選
定
を
行
い
、
地
域

住
民
の
合
意
が
得
ら
れ
た
の

町
長
　
三
浦
　
茂
貴

ち
、
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
２
月

末
時
点
で
、
約
１
億
７
６
０

０
万
円
も
の
寄
附
を
頂
い
て

い
る
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て

の
方
々
の
頑
張
り
の
成
果
で

あ
り
、
本
当
に
感
謝
の
思
い

で
あ
る
。

　

リ
ビ
エ
ラ
し
し
く
い
、
遊

遊
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
、
道
の
駅
宍
喰

温
泉
の
３
観
光
施
設
に
つ
い

て
、「
海
陽
町
観
光
施
設
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、
施
設
の
適
正
な
規
模

や
運
営
方
法
に
関
す
る
答
申

を
い
た
だ
く
。
そ
れ
を
受
け

て
議
会
と
共
に
方
向
性
を
出

し
て
い
き
た
い
。

　

水
産
業
で
は
、
令
和
５
年

度
か
ら
鞆
浦
漁
協
が
、
サ
ツ

キ
マ
ス
の
試
験
養
殖
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
安
定
し
て
収

入
の
得
ら
れ
る
一
つ
の
方
法

と
し
て
町
も
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
い
き
た
い
。

た
い
。

　

４
月
よ
り
小
１
か
ら
中
３

ま
で
年
１
回
、
英
検
の
全
額

補
助
を
し
て
い
く
。併
せ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　

海
部
小
学
校
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
部
門
で
文
部
科
学
大
臣
優

秀
教
職
員
表
彰
を
受
賞
し
た
。

　

今
後
は
、
学

校
間
で
横
展
開

を
し
な
が
ら
、

徳
島
県
下
で
一

番
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
さ
ら
に
充

実
し
て
い
く
。

　

海
部
高
校
の

魅
力
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
結

果
、
令
和
６
年

度
も
１
０
０
人

前
後
の
入
学
者

数
が
確
保
で
き

る
見
込
み
と
な

っ
て
い
る
。
地

元
高
校
が
無
く

な
れ
ば
、
若
い

世
代
の
流
出
が

さ
ら
に
加
速
し

住
み
良
い
町
の
実
現

て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。
さ
ら
な
る
危
機
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

世
の
中
の
風
潮
に
流
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

発
想
を
し
、
時
代
に
取
り
残

さ
れ
な
い
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

農
業
面
で
も
、
担
い
手
対

策
に
向
け
た
農
地
集
積
と
、

耕
作
放
棄
地
解
消
施
策
と
し

て
、
新
た
に
農
業
機
械
の
補

助
制
度
を
創
設
す
る
。

　

３
歳
か
ら
18
歳
ま
で
は
、

１
医
療
機
関
１
ヵ
月
６
０
０

円
の
自
己
負
担
が
必
要
と
な 

っ
て
い
た
が
、
４
月
よ
り
完

全
無
償
化
と
な
る
。

　

国
が
全
国
市
町
村
に
設
置

を
目
指
し
て
い
る
「
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
４
月
１

日
よ
り
、
海
部
庁
舎
に
設
置

す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
海
部

庁
舎
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
子

育
て
支
援
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　

少
子
化
に
伴
う
出
生
数
の

激
減
と
保
育
士
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
保
育
所
を
再
編
・

民
営
化
し
て
い
く
。
ま
た
、

幼
稚
園
を
３
年
間
の
認
定
こ

ど
も
園
に
し
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
を
幼
少
期
か
ら
取
り

入
れ
る
。
令
和
７
年
度
の
開

園
を
目
指
し
て
進
め
て
い
き

は
ぐ
く
む
ま
ち
の
実
現

に
ぎ
わ
う
ま
ち
の
実
現

仁木衆議院議員へ道路整備について説明する三浦町長
（令和６年２月15日　衆議院会館にて）
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能
登
半
島
地
震
で
は
、

未
だ
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
の

中
で
も
、
生
活
に
最
も
直
結

し
て
い
る
の
が
水
の
確
保
で

あ
る
。
本
町
で
の
、
水
道
管

の
耐
震
化
は
ど
の
く
ら
い
で

き
て
い
る
の
か
。

　
　

圓
山
上
下
水
道
課
長

　

水
道
管
の
耐
震
化
率
は
、

30
・
３
％
で
あ
る
。
計
画
的

に
耐
震
化
を
進
め
て
い
く
。

　
　

水
の
確
保
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

黒
木
建
設
防
災
課
長

　

水
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

現
在
約
５
８
０
０
リ
ッ
ト
ル

備
蓄
し
て
お
り
、
保
有
し
て

い
る
４
台
の
浄
水
装
置
や
給

水
タ
ン
ク
な
ど
を
活
用
し
て

供
給
し
て
い
く
。

　
　

現
在
の
備
蓄
品
で
、
救

援
物
資
が
届
く
ま
で
何
日
分

の
備
え
が
あ
る
の
か
。

　
　

黒
木
建
設
防
災
課
長

　

食
料
品
に
つ
い
て
は
、
白

米
や
パ
ン
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な

ど
約
１
万
１
９
０
０
食
の
備

蓄
が
あ
り
、
１
日
分
は
確
保

で
き
て
い
る
。
今
後
も
継
続

し
て
備
蓄
を
進
め
て
い
く
。

　
　

防
災
無
線
の
無
停
電
装

置
は
、
三
日
程
度
し
か
持
た

ず
、
電
気
が
復
旧
し
な
い
と

使
用
で
き
な
い
恐
れ
が
あ

る
。
正
確
な
情
報
伝
達
や
情

報
収
集
を
す
る
た
め
に
も
、

対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

黒
木
建
設
防
災
課
長

　

防
災
行
政
無
線
と
合
わ

せ
、
情
報
ア
プ
リ
の
活
用
な

ど
通
信
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

三
浦
町
長

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
を

受
け
て
、
す
ぐ
に
で
き
る
防

災
対
策
は
６
月
議
会
に
、
制

度
設
計
が
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
近
い
議
会
に
予
算
を

計
上
し
た
い
。

一

般

質

問

長
江
　
範
裕 

議
員

SDGsを意識した施策とは

　
　

本
町
の
総
合
戦
略
の
中

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
と

し
た
地
方
推
進
に
向
け
て
、

具
体
的
な
施
策
を
可
能
な
限

り
結
び
つ
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

意
識
し
た
施
策
展
開
を
行
う

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
施
策
な
の
か
。ま
た
、

住
民
に
も
知
ら
せ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
見
え
る
化
し
て
い
る
の
か
。

　
　

奥
原
行
革
政
策
課
長

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
内
、

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
目
標
で
は
、
き
ゅ
う
り
タ

ウ
ン
構
想
推
進
事
業
、
移
住

定
住
支
援
事
業
、
事
前
復
興

計
画
の
推
進
等
が
あ
る
。

　

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な

に
と
い
う
目
標
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、

地
元
高
校
育
成
事
業
な
ど
。

　

す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福

祉
を
と
い
う
目
標
で
は
、
高

齢
者
外
出
応
援
事
業
、
特
定

問問 問

問

問

生活に直結する水の確保の対策は

〈建設防災課長〉 備蓄の水と４台の
浄水装置などを活用していく

答

答 答

答答答

健
診
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
の
向
上
。

　

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
と

い
う
目
標
で
は
、
竹
ケ
島
海

域
公
園
魅
力
化
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

町
民
の
方
々
へ
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
識
啓
発
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

災害時に使用する給水タンク

〈行革政策課長〉 きゅうりタウン構想推進事業や
ＩＣＴ教育などに取り組んでいる
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今
後
、
中
高
生
の
居
場
所
の

中
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
活

用
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ

ま
で
の
期
間
ど
う
す
る
の

か
。
ま
た
そ
の
場
所
で
は
、

シ
ニ
ア
世
代
が
気
軽
に
利
用

で
き
な
い
の
で
は
。

　
　

奥
原
行
革
政
策
課
長

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み

に
は
専
門
的
な
知
識
が
必
要

で
、
現
在
、
指
導
者
が
い
な

い
た
め
発
掘
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
高
齢
者
の
意
向
調
査

等
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

海
陽
町
ｅ
場
所
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

海
陽
町
ｅ
場
所
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
は
、
海
陽
町
の
中
学

生
が
企
画
提
案
を
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
か
か
わ
る
先

生
方
や
ゲ
ス
ト
に
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
創
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。今
後
は
、

「
一
般
社
団
法
人
ふ
ら
っ
と
」

が
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
全
て
の

子
ど
も
が
未
来
へ
の
希
望
を

　
　

小
学
校
で
は
、
避
難
訓

練
時
に
防
災
頭
巾
を
着
用
し

て
い
る
。
海
南
小
学
校
は
屋

上
、
海
部
小
学
校
、
宍
喰
小

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

で
整
備
さ
れ
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

機
材
は
、
１
年
以
上
使
わ
れ

て
い
な
い
。こ
の
ゲ
ー
ム
は
、

勉
強
の
学
習
効
果
が
あ
り
、

能
力
の
向
上
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
シ
ニ
ア
世
代
の
フ

レ
イ
ル
予
防
の
効
果
も
あ
る
。

学
校
は
高
台
に
避
難
と
な
っ

て
い
る
。
避
難
時
に
落
下
物

な
ど
を
避
け
る
た
め
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
変
え
る
べ
き
だ
と

思
う
。
現
在
、
折
り
た
た
み

式
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
あ
る
。
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た

め
に
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

令
和
６
年
度
に
宍
喰
小
学

校
と
海
陽
中
学
校
に
折
り
た

た
み
式
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
導
入

し
て
検
証
を
行
い
、
令
和
７

年
度
以
降
に
は
、
小
・
中
学

校
の
生
徒
全
員
に
配
備
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

佐
川
　
富
美 

議
員

〈行革政策課長〉 現在、指導者がいないため
 発掘に努めていきたい

ｅスポーツが導入される
までの期間どうするのか

防災頭巾から安全性の高い
ヘルメットに変更を

バスケットコートと
スケートボード場の整備を

〈教育次長〉 小・中学校の生徒全員に
 配備することを検討していきたい

〈観光交流課長〉 候補地の一つとして、
 総合的に判断していきたい

問

問

問

答

答答

〇折りたたみヘルメット（イメージ図）

折りたたみヘルメット（イメージ図）

一

般

質

問
　
　

Ｂ
リ
ー
グ
で
の
活
躍
者

も
い
る
、
海
陽
町
の
伝
統
あ

る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
途

絶
え
さ
せ
た
く
な
い
。
そ
こ

で
、
阿
波
海
南
文
化
村
と
海

南
病
院
の
間
に
あ
る
公
園

に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
や

初
心
者
用
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
場
を
設
置
し
、
い
つ
で
も

誰
で
も
が
集
え
る
場
所
に
で

き
な
い
か
。
そ
の
場
所
な
ら

小
学
生
同
士
で
も
行
く
こ
と

が
で
き
、
遊
ん
で
い
て
も
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
え
、

安
全
で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

戎
谷
観
光
交
流
課
長

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
や
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
整
備
に

つ
い
て
は
高
い
ニ
ー
ズ
が
あ

る
と
思
う
。
し
か
し
、
近
隣

の
施
設
や
住
宅
へ
の
騒
音
や

マ
ナ
ー
な
ど
、
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
公
園
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト

面
な
ど
整
備
の
必
要
性
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
提
案
い
た
だ
い
た

場
所
は
、
整
備
候
補
地
の
一

つ
と
し
て
総
合
的
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。

問

持
ち
、
自
己
肯
定
感
、
探
究

心
な
ど
、
将
来
の
自
立
に
向

け
て
生
き
抜
く
力
を
育
む
機

会
と
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

答
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仮
設
住
宅
設
置
場
所
や

災
害
廃
棄
物
集
積
所
の
土
地

を
早
急
に
確
保
す
べ
き
。
海

部
川
の
堆
積
土
砂
も
埋
め
立

て
用
に
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

自
閉
症
、
ひ
き
こ
も
り
、

精
神
障
が
い
、
認
知
症
等
の
住

民
は
、
災
害
時
、
パ
ニ
ッ
ク
状

態
に
な
り
、
大
き
な
避
難
所

に
入
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る

が
、そ
の
対
応
策
は
。災
害
時
、

福
祉
避
難
所
も
職
員
の
確
保

が
難
し
い
と
思
う
が
、
障
が

い
者
の
受
け
入
れ
は
可
能
な

の
か
。

　
　

北
村
長
寿
福
祉
人
権
課
長

　

団
体
生
活
に
な
じ
め
な
い

方
に
対
し
て
は
、
間
仕
切
り

や
区
画
分
け
を
行
う
な
ど
居

場
所
づ
く
り
に
配
慮
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
に
は
、
福
祉
避
難
所

原
　
ひ
ろ
み 

議
員

避難階段にスロープ併設を

　
　

津
波
避
難
路
は
急
階
段

が
多
く
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
へ
の
配
慮
が
足
り
な
い
。

階
段
の
そ
ば
に
ス
ロ
ー
プ
や

リ
フ
ト
等
を
併
設
で
き
な
い

の
か
。
ま
た
、
新
設
避
難
タ

ワ
ー
に
も
ス
ロ
ー
プ
を
併
設

問

問

問

問

震災後対応の
事前準備を早急に

要援護者の
避難対応策は

山間集落の孤立化対策を

〈建設防災課長〉 
 仮設住宅設置場所
 などの候補地選定
 はできている

〈長寿福祉人権課長〉 
 社会福祉協議会とも

 連携し備えていきたい

〈建設防災課長〉 
 孤立した場合の対応マニュアル
 作成等に努めていきたい

答

答

急階段がある津波避難場所（浅川・弁天神社）

〈建設防災課長〉 今後の避難路整備には、
スロープの設置も検討していきたい

へ
の
直
接
避
難
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
祉
避
難
所
の
人

員
確
保
に
つ
い
て

は
、
平
常
時
か
ら
各

関
係
機
関
と
の
災
害

協
定
な
ど
を
進
め
る

ほ
か
、
先
の
災
害
な

ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
も
連
携
し
、
備

え
て
い
き
た
い
。

　
　

黒
木
建
設
防
災
課
長

　

令
和
４
年
度
よ
り
事
前
復

答

す
べ
き
で
は
。

　
　

黒
木
建
設
防
災
課
長

　

既
存
の
階
段
の
そ
ば
に
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
と
距
離

が
長
く
な
り
、
避
難
の
時
間

も
要
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
リ
フ
ト
の
設
置
に
関
し

て
は
、
設
置
場
所
や
維
持
管

理
の
問
題
も
あ
る
。
今
後
の

避
難
路
整
備
に
関
し
て
は
、

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

答

興
推
進
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
仮
設
住

宅
や
災
害
廃
棄
物
置

場
の
候
補
地
選
定
に

つ
い
て
は
必
要
面
積

が
確
保
で
き
て
い

る
。

　

海
部
川
採
掘
土
砂

の
利
用
に
つ
い
て

は
、
有
効
活
用
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

一

般

質

問

　
　

山
腹
崩
壊
な
ど
で
道
路

が
寸
断
さ
れ
、
孤
立
化
予
想

の
地
域
が
18
カ
所
あ
る
。
地

域
ご
と
に
全
住
民
参
加
の
避

難
所
運
営
訓
練
を
実
施
す
る

べ
き
。
ま
た
各
集
会
所
に
も

備
蓄
品
を
備
え
、
町
の
不
足

分
を
準
備
す
べ
き
で
は
。

　
　

黒
木
建
設
防
災
課
長

　

今
後
は
、
孤
立
の
可
能
性

が
あ
る
地
域
を
対
象
と
し
た

小
規
模
な
避
難
所
運
営
訓
練

や
、
孤
立
し
た
場
合
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
備
蓄
に

つ
い
て
の
知
識
や
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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大
崎
子
ど
も
あ
ゆ
み
保

健
課
長

　

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
第
三
子
以
降
は
、
無
償

と
な
っ
て
い
る
。
議
員
提
案

の
課
税
世
帯
の
０
歳
か
ら
２

歳
児
の
保
育
料
無
償
化
を
実

施
す
れ
ば
、
町
の
負
担
が
大

き
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
、

保
育
所
を
利
用
し
な
い
世
帯

へ
の
経
済
的
支
援
が
な
い
な

ど
の
課
題
も
あ
る
。
紙
お
む

つ
補
助
に
つ
い
て
は
、
使
用

状
況
に
個
人
差
が
あ
り
、
不

公
平
感
が
出
る
可
能
性
も
あ

る
。
今
後
と
も
、
子
ど
も
子

育
て
会
議
や
少
子
化
対
策
審

議
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
子
育
て
施
策
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

三
浦
町
長

　

こ
れ
ま
で
の
第
三
子
以
降

の
子
育
て
施
策
で
、
今
の
数

字
が
あ
る
と
思
う
。

　

本
町
で
は
、
定
住
で
き
る

子
育
て
環
境
の
充
実
を
目
指

し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
高
校
の
魅
力

化
事
業
の
施
策
を
展
開
す
る

な
ど
、
目
先
だ
け
で
な
く
、

将
来
結
果
が
残
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

富
田
　
　
寛 

議
員

　
　

三
浦
町
政
発
足
時
、
人

口
約
９
５
０
０
人
前
後
で
あ
っ 

た
が
、
現
在
、
８
３
７
９
人
で 

あ
る
。
ま
た
、
町
の
出
生
目
標

人
数
は
年
間
50
人
で
あ
る
が
、 

過
去
６
年
間
の
出
生
数
は
、

合
計
１
８
２
人
で
あ
り
、
ま

だ
一
度
も
目
標
値
に
達
成
し

て
い
な
い
。

　

令
和
５
年
度
の
出
生
数
は 

21
人
で
、
目
標
人
数
か
ら
58 

％
の
減
少
。
経
済
的
事
情
な

ど
で
第
二
子
以
降
の
出
産
を

た
め
ら
う
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
も
出
て
い
る
。
本
町
の 

過
去
９
年
間
の
出
生
数
は
２ 

８
４
人
、
内
訳
と
し
て
、
第

〈子どもあゆみ保健課長〉 
少子化対策審議委員会などの
意見を踏まえ、子育て施策の
充実を図っていく

子育て世帯への
支援施策については 問

出会いの場を企画立案できないか

〈子どもあゆみ保健課長〉
 婚活イベント事業者と連携して、支援を行っていく

一
子
１
０
９
人
、
第
二
子
１ 

０
５
人
、
第
三
子
47
人
、
第
四

子
以
降
23
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
子
ど
も
あ
ゆ
み
基

金
残
高
は
、平
成
29
年
度
８
億 

３
２
３
１
万
円
、
令
和
４
年
度

10
億
５
８
７
８
万
円
、
差
引

２
億
２
６
４
７
万
円
の
増
加
と

な
り
、
基
金
だ
け
積
み
増
し

と
い
う
結
果
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
提
案
で
あ
る
が
、

保
育
料
を
10
カ
月
児
か
ら
２

歳
児
ま
で
の
無
償
化
。
３
歳

児
ま
で
の
紙
お
む
つ
の
補
助

一
人
に
付
き
、
月
７
０
０
０

円
分
の
現
物
支
給
を
し
て
は

ど
う
か
。

答

答

「あのね」のイベントに参加している乳幼児

一

般

質

問

　
　

近
年
、
若
者
た
ち
に
向

け
て
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ

こ
で
地
域
間
交
流
、
町
の
に

ぎ
わ
い
、
町
の
衰
退
防
止
の

た
め
の
一
環
と
し
て
、
役
場

に
担
当
者
を
配
置
し
て
独
身

者
向
け
の
出
会
い
の
場
を
年

に
数
回
計
画
で
き
な
い
か
。

　
　

大
崎
子
ど
も

あ
ゆ
み
保
健
課
長

　

徳
島
県
が
運
営

す
る
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
「
マ
リ
ッ

サ
と
く
し
ま
」
な

ど
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
事
業
者
と
連

携
し
て
、
出
会
い

の
場
の
提
供
な
ど

を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
結
婚
を
希
望

す
る
方
へ
の
支
援

を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
。

答 問
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患
者
の
需
要
数
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
を
、
こ
れ
以
上
、
増
や
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

町
長
と
し
て
の
決
意
は
。

　
　

三
浦
町
長

　

今
回
の
人
員
体
制
の
充
実

で
、
人
件
費
な
ど
の
経
費
の

増
加
も
見
込
ま
れ
、
す
ぐ
に

は
、
改
善
し
た
数
字
が
出
る

の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
は
、
必
ず
医
業
収
益
の

増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
、
職

員
が
経
営
と
い
う
観
点
を

持
っ
て
日
々
の
運
営
に
努
め

る
よ
う
指
示
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
体
制
に
よ
り
、
町

民
が
最
後
ま
で
住
み
慣
れ
た

海
陽
町
で
生
活
し
続
け
ら
れ

る
と
期
待
し
て
い
る
。
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
令
和
６
年
度
か
ら
４
年

間
の
海
南
病
院
経
営
強
化
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
職
員
が
一

つ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　

新
た
な
医
師
が
４
月
か

ら
海
南
病
院
に
勤
務
す
る
が
、

今
後
の
診
療
体
制
は
。

　
　

川
野
海
南
病
院
事
務
長

　

新
た
な
医
師
は
、
総
合
診

療
科
の
医
師
が
２
名
、
整
形

外
科
医
１
名
、
診
療
看
護
師

（
Ｎ
Ｐ
）
１
名
で
あ
る
。
診
療

科
と
し
て
は
、
内
科
、
整
形

外
科
、
外
科
、
脳
神
経
外
科
、

総
合
診
療
科
の
５
科
。
在
宅

医
療
で
は
、
訪
問
診
療
、
訪

問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
。

ま
た
、
神
野
地
区
へ
の
巡
回

診
療
も
行
う
。

　
　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
導
入
は
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

川
野
海
南
病
院
事
務
長

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
高
額
な
機
械
で

あ
り
、
保
守
料
も
毎
年
必
要

で
、
専
用
の
部
屋
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、

問　

海
南
病
院
の
決
算
は
、 

令
和
４
年
度
繰
入
金
１
億
８ 

７
０
０
万
円
、
純
損
失
４
３ 

２
０
万
円
、
累
積
赤
字
が
令

和
２
年
６
億
２
０
０
０
万
円
、

令
和
３
年
６
億
５
０
０
０
万 

円
、
令
和
４
年
６
億
９
３
０
０ 

万
円
と
13
年
連
続
赤
字
と
続

い
て
い
る
。
海
南
病
院
の
経
営

改
革
と
、
今
後
の
取
り
組
み

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　
　

川
野
海
南
病
院
事
務
長

　

経
営
改
善
を
す
る
上
で
、

特
に
医
師
を
初
め
と
す
る
人

材
確
保
が
最
重
要
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
は
、
海
南

病
院
改
革
検
討
委
員
会
の
検

証
と
、
総
務
省
が
示
し
た
公

立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地

域
で
の
役
割
、
医
師
・
看
護

師
等
の
確
保
、
経
営
の
効
率

化
等
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

病
院
経
営
強
化
を
計
画
的
に

経営改革と今後の取り組みは

問

問

問

問

〈海南病院事務長〉 
海南病院経営強化プランに基づき、取り組んでいく

新設された総合診療科の医師
左より谷口宜子ナースプラクティショナー（診療看護師）・國永直樹医師・吉永孝優医師

答

答

答

答

木
内
　
正
和 

議
員

一

般

質

問
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今
、
高
齢
化
対
策
は
重

要
な
時
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
団

塊
の
世
代
も
高
齢
化
に
入
っ
て

い
き
、
施
策
を
講
じ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、

今
後
の
生
き
が
い
づ
く
り
は
ど

う
し
て
い
く
の
か
。
費
用
面
も

補
助
金
が
少
な
い
よ
う
に
思
う

が
、
増
額
し
な
い
の
か
。
ま
た
、

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
問
題

で
は
、現
状
を
１
年
間
延
長
し
、

来
年
度
に
統
合
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
、
高
齢
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
の
に
、
そ
れ
で

良
い
の
か
。
先
の
事
も
考
え
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
北
村
長
寿
福
祉
人
権
課
長

　

元
気
な
高
齢
者
に
活
躍
し

て
い
た
だ
く
場
と
し
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

ま
た
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
活

動
や
、
町
の
附
属
機
関
の
委

員
と
し
て
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
　

最
近
、
結
婚
を

解
消
し
て
い
る
方
が

非
常
に
多
く
見
ら
れ

る
。
な
か
な
か
難
し

い
問
題
と
思
う
が
、

新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
、
婚
活
事
業
に

再
婚
活
事
業
を
取
り

入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　

大
崎
子
ど
も
あ

ゆ
み
保
健
課
長

　

再
婚
活
に
つ
い
て

一

般

質

問

叶
岡
　
　
徹 

議
員

　
　

未
だ
に
サ
ル
の
被
害
が

多
く
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

非
常
に
危
険
な
サ
ル
も
い
る
。

早
急
に
住
民
の
不
安
を
取
り

除
い
て
ほ
し
い
。
今
後
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

乃
一
産
業
振
興
課
長

　

通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
職

員
が
空
気
銃
で
追
い
払
い
を

行
っ
た
り
、
ま
た
、
町
内
２
カ

所
に
大
型
捕
獲
檻
を
設
置
し

て
い
る
。
今
後
、
浅
川
東
の

休
憩
所
付
近
に
３
基
目
の
大

型
捕
獲
檻
を
設
置
す
る
予
定
。

再
度
、
広
報
誌
に
サ
ル
の
対

処
方
法
等
を
掲
載
し
、
注
意

喚
起
を
図
っ
て
い
く
。

高齢化対策についての考えは

危険なサル被害への
　　　　取り組みは

再婚活事業に
取り組んでは

答

答

答

問

〈長寿福祉人権課長〉 シルバー人材センターなど、
高齢者が活躍する場を設けている

〈産業振興課長〉 
大型捕獲檻の設置と広報誌で
注意喚起を図っていく

〈子どもあゆみ保健課長〉
 誰でもが参加しやすい
 形で検討していきたい

答

統合予定の「わしずみ荘」

問

　

サ
ロ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
に
計
上
し
、
社
協

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
は

団
塊
世
代
で
増
え
て
は
い
る

が
、
そ
こ
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
い
く
こ
と
と
、
介
護
人

材
不
足
の
問
題
が
あ
る
。
そ

の
た
め
統
合
に
よ
り
、
持
続

可
能
な
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

三
浦
町
長

　

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
の
統
合

の
問
題
は
数
年
前
か
ら
あ

り
、
町
の
将
来
を
考
え
る
上

で
苦
渋
の
選
択
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い

る
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
に
つ
い
て
は
内
部
で
検

討
し
て
い
く
。

は
、「
マ
リ
ッ
サ
と
く
し
ま
」

に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
が
企

画
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
出
会
い
の
場
を
提
供
し
て

い
る
。
今
後
、
そ
う
い
っ
た

事
業
者
と
相
談
し
な
が
ら
、

誰
で
も
が
参
加
し
や
す
い
形

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問



ん 広場の広場の

なみ

柗浦  収平さん

まつ　うら しゅう　へい

満97歳
（大正15.11.19生）

宍喰浦字宍喰
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早朝から週４日、グラウンドゴルフ
をしている。
好き嫌いはなく、何でも食べる。
特に刺身が好き。

・元気の秘訣は？

編
集
後
記

・日常生活は？

・人生の思い出は？

中国ドラマが好きで、テレビを
よく見る。

野球は、夫婦で阪神ファン。

庭木の剪
せん
定
てい
など、家の雑用は

何でもする。
貨物船に 40年乗っていた。
北海道から沖縄まで夫婦で旅をした。

○ ガンセキラン
常緑樹林内の地上に生える地性ラン。
日本国内では本州から以南に分布。
初夏に開花。絶滅危惧種。

妻 保子さん（満95歳）とともに（令和6年4月10日）

　
春
４
月
、
若
葉
が
も
え
、
色
と
り
ど
り
の
花
が

咲
き
、
新
た
な
生
活
へ
の
彩
り
を
添
え
る
季
節
。

　
そ
こ
で
、
本
町
の
令
和
６
年
度
の
入
学
者
数
は

と
調
べ
て
み
た
。
小
学
校
は
、
宍
喰
９
名
、
海
部

９
名
、
海
南
16
名
の
計
34
名
。
中
学
校
は
、
宍
喰

18
名
、
海
陽
30
名
の
計
48
名
で
あ
る
。

　
こ
の
急
激
に
進
む
少
子
化
と
、
本
町
の
高
齢
化

率
47
・
49
％
の
現
実
は
、
地
震
・
津
波
等
の
防
災

対
策
と
と
も
に
、
大
き
な
課
題
と
し
て
の
し
か
か

り
、
そ
の
解
決
へ
の
道
は
厳
し
い
。

　
し
か
し
、
住
民
の
郷
土
愛
は
深
い
。
若
者
や
シ

ニ
ア
世
代
が
前
向
き
に
参
画
す
れ
ば
、
海
陽
町
の

未
来
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
た
い
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
の
町
政
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。�

（
戸
田
）

お
も
な
内
容
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タブレット授業 は楽しいよ♪

宍喰中学校 … 卒業式（令和6年3月8日）
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３月定例会

心躍る新たな旅立ちへの始まり♪


